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アンケート調査概要 

ムンバイの人口は約1200万人で、その約半数が都市計画制度の枠外で形成されたインフォーマル

市街地に居住する。その中でもインド最大のインフォーマル市街地とされるダラーヴィは、100万
人が暮らす居住の場であると同時に、1万5千もの工場が稼働する経済活動の場でもある。ここで

は、出自に紐づけられた生業を有する人々が互いに適度な距離を保ちながら集まり、地域産業が根

付き、居住と生業が融合する空間が形成されてきた。 
本調査では、ダラーヴィにおいて、生業を共有するコミュニティが一定の社会的・空間的まとま

りを持って暮らしている4つの地区（Fig. 0.1）を対象に、居住と生業に関する基礎情報を把握する

ことを目的にアンケート調査を実施する（Table 0.1）。 
・コリワダ｜Koliwada 伝統的な漁業コミュニティが暮らす地区 
・クンブルワダ｜Kumbharwada 窯業を生業とするコミュニティが暮らす地区 
・ドルワダ｜Dhorwada かつて皮革産業が栄えた地区 
・13コンパウンド｜13th Compound プラスチック・リサイクル産業や縫製産業が集積する地区 

 
Fig. 0.1 ダラーヴィ概要 

 

Table 0.1 アンケート調査概要 
実施期間 2020年1月18日〜28日 2024年10月5日〜13日 

実施場所／

回答数 
インド・ムンバイ・ダラーヴィ 
・ドルワダ：22世帯 
・コリワダ：20世帯 
・クンブルワダ：31世帯 

インド・ムンバイ・ダラーヴィ 
・13コンパウンド：21世帯 

対象者 居住者 居住者 

アンケート

項目 
Section A : History of Household 
Section B : Household Members 
Section C : Residential Information 

Section 1 : Yourself 
Section 2 : Family 
Section 3 : Residence 



調査票 

2020年実施のアンケートシート 

 



2024年実施のアンケートシート 

 
  



アンケート調査結果 

Ⅰ コリワダ｜Koliwada 

(1) Section 1 : Yourself 
回答者の性別は、女性が60%、男性が40%である（Fig.1.1.1）。 
出生地については、「この家で生まれた」者が60%で最も多く、次いでダラーヴィの他の地区が

25%、マハラシュトラ州が10%、グジャラート州が5%である（Fig.1.1.2）。地区別では、コリワダ

出身者が60%を占め、ダラーヴィが25%、マハラシュトラ州が10%、グジャラート州が5%と同じ割

合で続く（Fig.1.1.3）。 
この地区への引っ越し時期については、「この地区で生まれた時から住んでいる」と回答した者

が60%で最多となり、1990年代が20%、2000年代が15%、1970年代が5%である（Fig.1.1.4）。現

在の家に住み始めた時期も同様に、「生まれた時から現在の家に住んでいる」と回答した者が60%
で最も多く、1990年代が20%、2000年代が15%、1970年代が5%と続く（Fig.1.1.5）。 
雇用状況では、専業主婦／主夫が55%で最多となり、次いで雇用されている者が20%、自営業が

15%、無職が10%である（Fig.1.1.6）。 
働いている場所については、働いていない者が全体の65%を占める一方で、25%がムンバイ（ダ

ラーヴィ以外）で働き、10%がダラーヴィ（コリワダ以外）で働いていることが分かった

（Fig.1.1.7）。 
母語に関しては、マラティが65%で最も多く、次いでグジャラティが20%、タミルが10%である

（Fig.1.1.8）。宗教では、ヒンドゥー教が95%と圧倒的多数を占め、イスラム教が5%である

（Fig.1.1.9）。 
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(2) Section 2 : Family 
世帯人数は、最小が3人、最大が11人で、最も多いのは5人で30%を占める（Fig.1.2.1）。	
家族形態については、父系の拡大家族が60%と最も多く、残り40%は核家族が占める

（Fig.1.2.2）。	
家族の故郷は、移住経験のない原住民が45%と最も多く、ダラーヴィの他の地区が25%、マハラ

シュトラ州が15%である（Fig. 1.2.3）。	
家族のうち、この地区に引っ越してきたのが誰かを見ると、自分たちの代が40%と最も多く、原

住民が30%、祖父母の代が15%である（Fig.1.2.4）。	
家族がこの地区に引っ越してきた時期については、21〜50年前が40%と最も多く、次いで原住民

が30%、6〜20年前が15%である（Fig.1.2.5）。	
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Fig.1.2.3 Family’s Homeland Fig.1.2.4 Who Migrated 

 
Fig.1.2.5 When Migrated  

 
(3) Section 3 : Residence 
居住形態については、土地所有者世帯が45%、パガディ所有者が30%、借家人世帯が25%である

（Fig.1.3.1）。 
住宅タイプでは、戸建て住宅が60%と圧倒的多数を占め、アパートメントが40%である

（Fig.1.3.2）。 
建物の階数に関しては、2階建てが65%と最も多く、次いで3階建てが30%、1階建てが5%である

（Fig.1.3.3）。居住階数は、1階のみに住んでいると回答した者が70%、1階と2階に住んでいると

回答した者が30%であった（Fig.1.3.4）。 
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Ⅱ クンブルワダ｜Kumbharwada 

(1) Section 1 : Yourself 
回答者の性別の内訳は、女性が74%、男性が26%である（Fig.2.1.1）。 
出生地については、「この家で生まれた」者が97%を占め、残りの3%がグジャラート州の出身者

である（Fig.2.1.2）。地区別に見ると、クンブルワダ出身者が97%を占め、その他の3%はグジャラ

ート州の出身者である（Fig.2.1.3）。 
この地区への引っ越し時期に関して、引っ越したことがなく「この地区で生まれた頃から住んで

いる」者が97%を占める（Fig.2.1.4）。また、現在の家に住み始めた時期についても、引っ越した

ことがなく、「生まれた時から現在の家に住んでいる」者が97%である（Fig.2.1.5）。 
雇用状況では、自営業が42%と最も多く、次いで専業主婦／主夫が32%、雇用されている者が

10%である（Fig.2.1.6）。働いている場所については、働いていない者が全体の51%を占める一方

で、39%がクンブルワダ内で働き、10%がダラーヴィ外のムンバイで働いていることが分かった

（Fig.2.1.7）。 
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母語に関しては、グジャラティが77%と最も多く、次いでマラティが10%、ウルドゥが7%である

（Fig.2.1.8）。宗教では、ヒンドゥー教が94%と圧倒的多数を占め、イスラム教が6%である

（Fig.2.1.9）。 
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(2) Section 2 : Family 
世帯人数は、最小が2人、最大が17人で、最も多いのは3人と4人でそれぞれ19%を占めている。

続いて、6人が16%、5人が13%、7人が10%である（Fig.2.2.1）。	
家族形態については、父系の拡大家族が55%と最も多く、次いで核家族が42%、母系の拡大家族

が3%となっている（Fig.2.2.2）。	
家族の故郷は、グジャラート州が78%と最も多く、次いでマハラシュトラ州が13%である

（Fig.2.2.3）。	
家族のうち、この地区に引っ越してきたのが誰かを見ると、祖父母の代が68%と最も多く、親の

代が26%である（Fig.2.2.4）。	
家族がこの地区に引っ越してきた時期については、21〜50年前が36%と最も多く、次いで51〜

100年前が35%、100年以上前が26%である（Fig.2.2.5）。	
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(3) Section 3 : Residence 
居住形態については、土地所有者世帯が90%、借家人世帯が10%である（Fig.2.3.1）。 
住宅タイプでは、戸建て住宅が94%と圧倒的多数を占め、アパートメントが6%である

（Fig.2.3.2）。 
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建物の階数に関しては、2階建てが87%と最も多く、次いで3階建てが10%、1階建てが3%である

（Fig.2.3.3）。居住階数は、1階と2階に住んでいると回答した者が68%、1階のみと回答した者が

22%であった（Fig.2.3.4）。 
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Ⅲ ドルワダ｜Dhorwada 

(1) Section 1 : Yourself 
回答者の性別は、女性が73%、男性が23%である（Fig.3.1.1）。 
出生地については、「この家で生まれた」者が73%で最も多く、次いでダラーヴィの他の地区と

マハラシュトラ州がそれぞれ9%と続く（Fig.3.1.2）。地区別では、ドルワダ出身者が73%を占め、

次いでダラーヴィの他の地区とマハラシュトラ州がそれぞれ9%と続く（Fig.3.1.3）。 
この地区への引っ越し時期については、「この地区で生まれた時から住んでいる」と回答した者

が73%で最多となり、2010年代が23%、1950年代が4%である（Fig.3.1.4）。現在の家に住み始め

た時期も同様に、「生まれた時から現在の家に住んでいる」と回答した者が73%で最も多く、2010
年代が23%、1950年代が4%である（Fig.3.1.5）。 
雇用状況では、専業主婦／主夫が68%で最多となり、次いで雇用されている者が32%である

（Fig.3.1.6）。 
働いている場所については、働いていない者が全体の68%を占める一方で、23%がダラーヴィ外

のムンバイ内で働き、9%がドルワダ外のダラーヴィで働いていることが分かった（Fig.3.1.7）。 
母語に関しては、マラティが59%で最も多く、次いでグジャラティが18%、カンナダが14%であ

る（Fig.3.1.8）。宗教では、ヒンドゥー教が100%である（Fig.3.1.9）。 
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(2) Section 2 : Family 
世帯人数は、最小が3人、最大が13人で、最も多いのは5人と10人でそれぞれ23%を占めている。

続いて、6人が18%、4人が14%である（Fig.3.2.1）。	
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家族形態については、父系の拡大家族が64%と最も多く、次いで核家族が27%、母系の拡大家族

が9%となっている（Fig.3.2.2）。	
家族の故郷は、マハラシュトラ州が59%と最も多く、次いでグジャラート州が18%である

（Fig.3.2.3）。	
家族のうち、この地区に引っ越してきたのが誰かを見ると、両親の代が36%と最も多く、祖父母

の代が32%、私たちの代が27%である（Fig.3.2.4）。	
家族がこの地区に引っ越してきた時期については、51〜100年前が50%と最も多く、次いで21〜

50年前が23%、0〜5年前が18%である（Fig.3.2.5）。	
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(3) Section 3 : Residence 
居住形態については、土地所有者世帯が73%、借家人世帯が27%である（Fig.3.3.1）。 
住宅タイプでは、戸建て住宅が73%と圧倒的多数を占め、アパートメントが27%である

（Fig.3.3.2）。 
建物の階数に関しては、2階建てが82%と最も多く、次いで3階建てが18%である（Fig.3.3.3）。

居住階数は、1階と2階に住んでいると回答した者が59%、1階のみと回答した者が27%、1〜3階に

住んでいると回答した者が14%であった（Fig.3.3.4）。 
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Ⅳ 13コンパウンド｜13th Compound 

(1) Section 1 : Yourself 
回答者の年齢は、30代が43%と最も多く、20代が28%、40代が24%、50代が5%を占める

（Fig.4.1.1）。性別は、男性が86%、女性が14%である（Fig.4.1.2）。 
出生地については、ビハール州が52%で最も多く、次いでウッタルプラデーシュ州が29%、ウエ

ストベンガル州が9%である（Fig.4.1.3）。この地区への引っ越し時期については、2010年代が43%
で最多となり、2020年代が29%、1990年代と2000年代がそれぞれ14%である（Fig.4.1.4）。現在

の家に住み始めた時期も同様に、2010年代が43%で最多となり、2020年代が33%、2000年代が

14%、1990年代が10%である（Fig.4.1.5）。 
雇用状況では、雇用されている者が81%で最多となり、次いで専業主婦／主夫が9%である

（Fig.4.1.6）。 
働いている場所については、13コンパウンドで働いている者が86%を占める（Fig.4.1.7）。 
母語に関しては、ヒンディーが81%で最も多く、次いでグジャラティが9%、ベンガルとウルドゥ

がそれぞれ5%である（Fig.4.1.8）。宗教では、イスラム教が71%、ヒンドゥー教が29%である

（Fig.4.1.9）。 
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(2) Section 2 : Family 
世帯人数は、最小が1人、最大が7人で、最も多いのは1人で85%を占めている（Fig.4.2.1）。	
家族形態については、単身者が85%と圧倒的多数を占め、父系の拡大家族と核家族がそれぞれ5%

と続く（Fig.4.2.2）。	
家族の故郷は、ビハール州が48%と最も多く、次いでウッタルプラデーシュ州が29%である

（Fig.4.2.3）。	
家族のうち、この地区に引っ越してきたのが誰かを見ると、自分たちの代が90%と圧倒的に多

く、祖父母の代が5%である（Fig.4.2.4）。	
家族がこの地区に引っ越してきた時期については、6〜20年前が48%と最も多く、次いで0〜5年
前が28%、21〜50年前が14%である（Fig.4.2.5）。	
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Fig.4.2.3 Family’s Homeland Fig.4.2.4 Who Migrated 

 

 
Fig.4.2.5 When Migrated  

 
(3) Section 3 : Residence 
居住形態については、その他（職場の住み込み）が86%と圧倒的に多数を占め、借家人世帯が

9%、土地所有者世帯が5%である（Fig.4.3.1）。 
住宅タイプでは、複合用途の建物が95%と圧倒的多数を占め、残り5%が戸建て住宅である

（Fig.4.3.2）。 
建物の階数に関しては、4階建てが38%と最も多く、次いで5階建てが29%、3階建てが24%、2階
建てが9%である（Fig.4.3.3）。居住階数は、1階に住んでいると回答した者が53%と最も多く、2
階、4階、5階と回答した者がそれぞれ14%である（Fig.4.3.4）。 
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Fig.4.3.1 Residential status Fig.4.3.2 Building type 
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まとめ 

Ⅰ コリワダでは、性別構成は女性が60%、男性が40%となっている。出生地に関しては、この家で

生まれた者が60%を占め、ダラーヴィ内の他地域、マハラシュトラ州と続く。この地区への引っ越

し時期では、生まれた時からこの地区に住んでいる者が最多を占める。雇用状況では専業主婦／主

夫が全体の過半数を占める一方、20%が雇用され、15%が自営業を営んでいる。母語はマラティが

最も多く、宗教ではヒンドゥー教が圧倒的多数を占めている。家族構成については、5人家族が最も

多く、父系の拡大家族が60%を占める。居住形態は土地所有者が45%、借家人が25%で、住宅は戸

建て住宅が多く、2階建てが最も一般的である。 
 
Ⅱ クンブルワダは、性別構成で女性が74%を占め、男性を大きく上回っている。出生地では、この

家で生まれた者が97%と非常に多く、この地区の深い地元性がうかがえる。引っ越し時期について

も、生まれた時からこの地区に住んでいる者が同じく97%に達する。雇用状況では、自営業が最多

で、専業主婦／主夫が続いている。母語はグジャラティが多く、宗教はヒンドゥー教が多数を占め

る。家族構成は小規模世帯が目立ち、家族形態では父系の拡大家族が半数以上を占める。居住形態

では土地所有者世帯が圧倒的に多く、住宅のほとんどが戸建て住宅で、2階建て住宅が高い割合を示

している。 
 
Ⅲ ドルワダでは、女性が73%と多いが、クンブルワダよりやや割合が低い。出生地は、この家で生

まれた者が73%を占め、ダラーヴィ内の他地域とマハラシュトラ州が続く。引っ越し時期について

は、生まれた時から住んでいる者が73%で、2010年代に移住した者が23%と続く。雇用状況では専

業主婦／主夫が多数派で、働いていない割合が比較的高いのが特徴である。母語はマラティが最も

多く、全員がヒンドゥー教である。家族構成では5人と10人の家族がそれぞれ23%と最多で、父系

の拡大家族が64%を占める。居住形態では土地所有者世帯が73%を占め、住宅の73%が戸建て住宅

である。2階建て住宅が主流である。 
 
Ⅳ 13コンパウンドは他の地区と大きく異なり、性別構成で男性が86%を占める。出生地については

ビハール州が最多で、ウッタルプラデーシュ州が続く。2010年代にこの地区に移住した者が最多

で、他地区より移住の時期が新しいことが特徴である。雇用状況では大多数が雇用されており、他

の地区と比べて労働者が多い。母語はヒンディーが最も多く、宗教はイスラム教が71%である。家

族構成では単身世帯が圧倒的で、家族形態も単身者が大多数を占める。居住形態ではその他（職場

の住み込み）が86%を占め、住宅は95%が複合用途の建物で、建物の高さは4階建てが38%で最多と

なっている。 
 
 


